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はじめに

歯科医師の診療行為を理解して歯科衛生士が歯科診

瞭補助を碓J畑こすることを目的に.､I;･1'kL)l7日.tより僻

村補綴学において菌fこ挿,ltj'･′T:.巨芋杵L)･:')午′l-'.を付象に

学生参加型の合同体験実習に取り組み,学生間の相互
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は3年幾の役割分担などの改善を加えた結果,明らか

となった教育効果について報告する.
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且年間の臨地 ･臨床実習終了間近の3畢生か ら選ん

だ12名.および同実習を10月3日より開始する2年餐

i-ll/(.を対象とした.

指導者役となる3年盤に 9月6日 (50分間)本学附

属商科診療所において,歯科医師教員と歯科衛生士教

員O-)′JIL.鋸妾.帖圧にトレーニングを行･-_つた.

次に. iZI:ミ井′LlH■.-j体購‡黒習モミ=)コ封lt00'JiH.I.llL-)

にJjiJ施した.I)iI習場所,'-r≠封葦jji:習圭 (軒fこl･用ユニ･ソト
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所に設け, 3年盤を概形印象採弾き校倉紙検査担当と

3年壁の指導のもとで相互に体験した⇔事前実習およ

び合Ilり体験粟習の実施後直ちに 1)･:3半生かLt,本宅

胃についてのアンケー トを求めた.

結果 お よび考察

指導 首役の こilI:-牛の回符から, T-･技をJ)まく説明で

きたと番えた学生が概形印象探樽83% を平成22年度比

較仙 :5(1日｡1.校 合紙検 侶 00いいLT()('い)であった, LI

牛牛瑚~J再‡では∴3牛牛の態.度が艮かったが丁;門､情1日1,1

であった.これ ら碍結果か ら†指導者投の3年生は2

年次に本実習を経験 しているため,教員の事前説明を
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容 易に理解 し. 2牛′巨＼の指導にも意欲的であった.

また.甘剖分押 したことによりL)牛牛への指専にtjiJい

でき.摘)とりU)ある行動につなが-)たと考えられる.

17年--牛は31l:-牛の′｣こ説に対して身振 りも添えながら

熱心に学んでいた. 1)牛′l--.の甘1いり(83いい)がこLf)t旧刊

に行･)て良かリたと回持したことから.美習聞近な2

年壁が 3年盤に対 して臨地 8臨床実習全般の相談をし

やすい環境を創ったからと思われる甘

3年生による岐台紙検査の示説
周囲は臨地･臨床実習全般について自主討論

まとめ

合同体験実習は両者にとって歯科診療補助の理解を

深めることができ.また:;''-牛問の柚圧作用によt'日加｣也･

臨昧美習のモ+ベ-ションが高ま(-)た.

今後も黒習仝股において 卜差し.困杵診埴補助の理

研を深めさせる必要がある.
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